
冒
頭
、
三
月
の
決
算
総
会
で

選
出
さ
れ
た
自
治
連
合
会
の
妹

尾
一
成
会
長
が
「
昨
年
開
設
し

た
公
民
館
を
し
っ
か
り
活
用
し

て
頂
き
た
い
」
と
述
べ
、
積
極

的
な
住
民
交
流
を
促
し
た
。

議
題
審
議
に
入
り
、
自
治
連

合
会
の
役
員
承
認
に
続
い
て
倉

橋
一
郎
会
計
が
新

年
度
予
算
案
を
説

明
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。

五
月
実
施
の
井

原
町
大
運
動
会
関

連
で
は
、
細
羽
正

敏
福
祉
体
育
部
長

が
各
組
へ
一
～
三

人
の
選
手
を
依
頼

し
た
。
倉
掛
自
治
連
合
会
の
新

役
員
は
次
の
と
お
り
。

◇

◇

会

長

妹
尾
一
成

副
会
長

川
相
益
一

会

計

倉
橋
一
郎

総
務
広
報
部
長

瀬
川
芳
隆

消
防
部
長

山
岡
弘
幸

防
犯
交
通
部
長

松
井
憲
司

福
祉
体
育
部
長

細
羽
正
敏

環
境
部
長

山
本
勝
己

監

事

西
山
津
好

監

事

谷

和
政

婦
人
部
長

河
合
典
子

少
年
部
長

神
崎
節
夫

倉
掛
婦
人
会
の
新
年
度
総
会

が
四
月
九
日
、
倉
掛
公
民
館
に

支
部
役
員
を
は

じ
め
、
各
組
長

ら
三
十
一
人
を

集
め
て
開
か
れ

た
。開

会
挨
拶
で

河
合
典
子
支
部

長
は
「
本
年
度

は
楽
し
さ
を
盛

り
込
ん
だ
魅
力

あ
る
倉
掛
婦
人

会
を
目
指
し
た

い
」
と
述
べ
、

親
睦
旅
行
の
実

施
を
検
討
す
る
な
ど
、
会
員
減

少
に
歯
止
め
を
掛
け
た
い
と
す

る
考
え
を
示
し
た
。

倉
掛
婦
人
会
の
昨
年
度
加
入

率
は
67
％
で
、
こ
こ
数
年
は
微

減
傾
向
に
あ
る
。

〈

倉

掛

婦

人

会

〉

支
部
長

河
合

典
子

副
支
部
長

会

計

梶
谷
美
奈
子

教
養
文
化

山
岡
千
恵
子

保
健
体
育

平
井

文
子

福
祉
生
活

松
井

祐
子

（
写
真
上
＝
左
か
ら
松
井
祐
子

さ
ん
、
山
岡
千
恵
子
さ
ん
、
河

合
典
子
さ
ん
、
梶
谷
美
奈
子
さ

ん
、
平
井
文
子
さ
ん
）

新
年
度
の
自
治
会
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
、
関
係
者
は
会
費
集

金
を
は
じ
め
、
運
動
会
の
選
手

選
考
、
各
回
覧
へ
の
対
応
な
ど

に
追
わ
れ
て
い
る
。

中
で
も
市
内
の
小
中
学
校
が

二
学
期
制
へ
移
行
し
た
こ
と
に

よ
る
井
原
町
大
運
動
会
の
開
催

時
期
変
更
は
影
響
が
大
き
く
、

自
治
連
合
会
の
瀬
川
芳
隆
総
務

広
報
部
長
は
「
七
月
だ
っ
た
粗

大
ゴ
ミ
回
収
も
四
月
に
な
り
、

六
月
ま
で
は
用
事
が
多
い
」
と

苦
笑
し
て
い
る
。

団
員
数
が
昨
年
よ
り
二
人
増

え
た
平
成
十
八
年
度
倉
掛
少
年

団
関
係
の
新
役
員
が
決
ま
っ

た
。メ

イ
ン
行
事
の
キ
ャ
ン
プ

は
、
弥
高
山
で
七
月
二
十
二
日

か
ら
一
泊
二
日
の
予
定
。

〈
倉
掛
少
年
団
育
成
会
〉

会

長

神
崎

節
夫

副
会
長

小
川

泰
之

副
会
長

岡
藤

良
二

副
会
長

文
谷

江
里

副
会
長

倉
橋

利
美

会

計

山
岡

秀
男

監

査

川
上

吉
弘

〈
倉

掛

少

年

団
〉

団

長

吉
川

直
輝

副
団
長

浅
井

佑
理

倉
掛
自
治
連
合
会
は
事
業
主

が
他
地
区
に
居
住
し
て
い
る
商

店
な
ど
の
事
業
所
自
治
会
費
集

金
を
五
月
十
二
日
に
行
う
。

同
会
の
妹
尾
一
成
会
長
は
、

「
集
金
日
に
は
役
員
が
手
分
け

を
し
て
伺
う
予
定
で
す
。
塾
な

ど
は
当
日
、
も
し
く
は
後
日
の

夕
刻
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
の
で

宜
し
く
願
い
ま
す
」
と
協
力
を

求
め
て
い
る
。

国
内
に
三
十
万
近
く
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
自
治
会
町
内
会

の
実
態
調
査
（
文
部
科
学
省
特

別
推
進
助
成
）
が
、
筑
波
大
学

の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
今

秋
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

全
国
調
査
の
た
め
の
一
次
予

備
調
査
は
今
年
二
月
、
抜
粋
し

た
二
百
の
自
治
会
町
内
会
に
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付
。
続
い

て
三
月
に
は
五
十
団
体
ま
で
絞

り
込
ん
だ
二
次
予
備
調
査
が
行

わ
れ
、
倉
掛
は
そ
の
両
方
に
協

力
し
た
。

設
問
は
自
治
会
の
規
模
、
会

費
、
加
入
率
、
役
員
の
任
期
や

選
出
方
法
、
活
動
内
容
、
環
境

問
題
へ
の
対
応
な
ど
七
十
四
項

目
。
役
員
手
当
の
有
無
、
任
意

加
入
か
原
則
加
入
か
と
い
っ
た

細
か
な
問
い
も
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
は
自
治
会
町
内
会

が
果
た
し
て
い
る
役
割
や
、
行

政
及
び
住
民
と
の
関
係
を
分
析

し
、
政
策
に
反
映
さ
せ
る
の
が

目
的
と
い
う
。
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倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

18

年

度

自

治

会

活

動

新

役

員

決

ま

る

会
長
に
神
崎
さ
ん

親 睦 旅 行 を 検 討

自

治

連
合
会

魅力ある倉掛婦人会へ

平
成
十
八
年
度
倉
掛
自
治
会
予
算
総
会
が
四
月
八
日
、
倉

掛
公
民
館
で
開
か
れ
、
各
組
自
治
会
長
や
自
治
連
合
会
役
員

ら
四
十
四
人
が
出
席
し
て
新
年
度
予
算
な
ど
を
取
り
決
め
た
。

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）竹井 貞夫
２ 組（ 6）北田 二三
３ 組（12）新谷 雅司
４ 組（ 5）山岡 淑子
５－１組（12）佐藤 一雄
５－２組（13）小畔 敏行
６ 組（11）山岡 清孝
７ 組（ 8）山岡 弘幸
８ 組（20）大久保 格
９ 組（ 6）妹尾 磯吉
10 組（ 6）安原 陽子
11 組（ 7）橋本 始
12－１組（ 7）清水 勝己
12－２組（14）佐藤 謙治
13－１組（ 6）山本 勝己
13－２組（11）藤原 佶
13－３組（18）赤木 昇
14 組（13）入江 正泰
15－１組（10）宮永 広志
15－２組（ 8）渡辺 幹男
16 組（17）斉藤 俊明
17 組（10）川相 晃一
18－１組（ 8）藤原 敏史
18－２組（ 9）小谷 規之
18－３組（ 8）小笠 明信

平成18年度自治会長

予算総会

筑波大学

倉
掛
少
年
団
育
成
会

事
業
所
自
治
会
費

５
月
12
日
に
集
金

倉
掛
自
治
連
合
会



春
の
風
物
詩
、
郷
社
足
次
山

神
社
の
春
季
大
祭
が
四
月
四
日

に
執
り
行
わ
れ
、
桜
が
咲
き
始

め
た
境
内
は
平
日
な
が
ら
多
く

の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

子
供
た
ち
は
立
ち
並
ぶ
露
店

で
菓
子
類
を
買
い
求
め
て
春
休

み
の
一
日
を
楽
し
み
、
大
人
は

植
木
市
で
お
目
当
て
の
花
や
苗

木
を
業
者
と
値
段
交
渉
す
る
な

ど
、
い
つ
も
な
が
ら
の
祭
り

風
景
が
見
ら
れ
た
。

式
典
は
午
前
十
時
か
ら
大

山
秀
憲
宮
司
や
神
社
総
代
ら

に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
倉
掛
と

夏
目
の
小
学
生
六
人
の
巫
女

舞
い
（
写
真
下
）
が
始
ま
る

頃
に
は
、
優
雅
な
様
子
を
一

目
見
よ
う
と
拝
殿
前
に
参
拝

者
ら
が
詰
め
か
け
た
。

午
後
一
時
か
ら
は
旧
井
原

市
内
の
戦
没
者
１
３
７
９
人

の
芳
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
連
名

碑
及
び
忠
魂
碑
前
で
鎮
魂
祭
も

執
り
行
わ
れ
た
。

倉
掛
地
区
の
人
的
交
流
な
ど

を
推
進
し
て
い
る
「
い
き
い
き

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
あ
す
は
」

が
四
月
八
日
、
歴
史
学
習
と
花

見
を
行
っ
た
。

午
前
十
一
時
に
古
代
ま
ほ
ろ

ば
館
に
入
っ
た
一
行
三
十
人
は

「
こ
う
い
う
施
設
が
近
く
に
あ

っ
て
も
訪
れ
る
機
会
が
無
か
っ

た
」
と
話
し
な
が
ら
、
井
原
市

内
か
ら
出
土
し
た
銅
鐸
や
土
器

な
ど
を
興
味
深
く
見
学
し
た
。

そ
の
後
、
田
中
苑
に
移
動
し

て
の
花
見
で
は
、
良
き
時
代
を

彷
彿
さ
せ
る
「
倉
掛
青
年
団
」

の
懐
か
し
い
歌
も
飛
び
出
し
盛

り
上
が
っ
た
。

四
月

郷
社
清
掃

五
月

倉
掛
公
園
清
掃

〃

小
田
川
堤
清
掃

〃

運
動
会

六
月

春
季
廃
品
回
収

〃

学
区
球
技
大
会

七
月

ラ
ジ
オ
体
操

〃

キ
ャ
ン
プ

〃

プ
ー
ル
当
番

〃

倉
掛
公
園
清
掃

十
月

倉
掛
公
園
清
掃

〃

小
田
川
堤
清
掃

〃

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
活
動

〃

秋
祭
り

十
一
月

防
火
呼
び
掛
け

〃

秋
季
廃
品
回
収

十
二
月

ク
リ
ス
マ
ス
会

一
月

消
防
出
初
め
式

二
月

三
世
代
交
流
行
事

三
月

入
退
団
式
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4/23  井原地区粗大ゴミ回収
午前８時～９時30分

5/ 7  消防団第３部試運転日
5/12  事業所自治会費集金日
5/13  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
5/20  自治連合会防犯パトロール
5/21  倉掛少年団公園・堤清掃作業
5/21～28 倉掛全戸溝掃除
5/27  井原町大運動会準備

午後１時～ 井原小
5/28  第７回井原町大運動会

午前８時40分～
6/ 4  消防団第３部試運転日
6/ 4  汚泥積み込み

消火器薬剤入替
午前８時30分～

6/11  倉掛少年団廃品回収
午前８時30分～

6/17  自治連合会防犯パトロール
6/18  少年団・学区球技大会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■３月末日に終える予定だった井原大橋の耐

震補強工事が延び、昨年秋に移動した倉掛少

年団の倉庫を元の位置に戻す作業は５月の連

休以降になる見通し。神崎節夫育成会長は

「人手を要する作業なので、その際には宜し

くお願い致します」と協力を求めている。

また平成１８年度の井原大橋橋梁補修工事

が５月上旬から１０月末にかけて行われるこ

とになった。大地震が起きた際、橋げたが橋

脚から外れる事故を防止するために緩衝チェ

ーンなどが取り付けられる。

■倉掛山岳会が８月６日、徳島県剣山（１９

５５ｍ）の日帰り登山を計画中。

■弊紙倉掛新聞の編集委員長に前自治連合会

長の渡辺研一顧問が再任された。同顧問は３

月末で現役を引退したが、自治連合会からの

要請に沿い受諾したもの。

郷社まつり

倉掛公民館の使用申込窓

口を１５－２組の井上勝史

さん（㈲勝栄自動車）が担

当することになった。

井上さん宅は井原駅前通

りに面しており、公民館へ

近いことなどから自治連合

会が依頼したもの。

予約状況は電話で問い合

わせるか、倉掛自治会のホ

ームページで確認できる。

前もって備え付けの用紙

に必要事項を記入して申し

込むことが必要。

(６２－３３４７・井上）

学年 氏 名 保護者
吉川 直輝 理津子

６年 浅井 佑理 和子
渡邊 琴美 裕子
浅井 智成 和子
岡藤 里奈 良二
小川 晃平 泰之
溝部 玲美 直子

５年 神崎 玖典 節夫
倉橋奈津子 利美
文谷 真 江里
山岡 早稀 秀男
入江 風羽 佳子
川相 直規 順子
田原 博己 貞子
渡辺 大地 裕子
濱田 博一 理恵

４年 片山 美帆 由美子
黒崎まどか 里美
小谷 百花 範子
横田 祐子 知恵
塚村 美咲 直美

倉掛少年団員名簿

受 付 窓 口 は

15-2組井上さん

倉
掛
少
年
団


